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＜連絡事項＞
　なし

＜入室状況＞
【入院】
・田中　邦夫様～東病棟合併症室に医療保護入院となる。
・櫛桁　美知子様～東病棟Cユニット6号室に医療保護入院となる。

【退院】
・澤口　利香様～みちのく記念病院へ転院となる。
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【転出】
・赤松　翔太様～東病棟Bユニット3号室西病棟Bユニット28号室
・磯島　沙耶加様～東病棟Dユニット20号室西病棟Aユニット46号室

【転室】
・赤坂　順市様：東病棟Bユニット2号室→東病棟Bユニット3号室
・富田　義明様：東病棟合併症室→東病棟2号室
・宮本　久美子様：東病棟Bユニット1号室→東病棟Dユニット18号室
・佐藤　聡美様：東病棟Bユニット1号室→東病棟Dユニット20号室
＜患者様連絡事項＞
・笹川　桂様～本日主治医面談にて入院後の経過について馬渡Drより説明を受けている。
夫様としては、不安が持続しているため現在の状態で自宅でみることは困難とのこと。本人からは1日に何度も退院を希望する連絡が夫様に届いているとのこと。
 　　　　　　当医としても、希死念慮はある程度消失したものの、以前不安症状は持続し不安定な状態であるため入院治療継続が望ましいと説明し納得されている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。自室にて壁に頭を打ち付ける事あり、介入している。介入には奇声を上げているが、制止できている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。臥床傾向。対面時誇大妄想様の発言あるも、易怒性や興奮はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察＞
・風張　久美子様～明日から血糖測定終了の指示あり。

・宮本　久美子様～明日市民病院でのMRI予定　

・赤坂　順市様～指示変更なし

・滝田　英人様～血圧値引き続き経過観察の指示受ける

・磯島　沙耶加様～リスペリドン明日より減量となる

・和田　昌様～ラツーダ追加処方となる

・富田　義明様～バルプロ酸追加処方となる。膀胱留置カテーテル挿入指示あり。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年6月11日　　13：15
　氏　　名：田中　邦男（たなか　くにお）様
　生年月日：昭和16年5月28日(83)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　　
　R1年9月上旬頃より物忘れ、当識障害あり、家族へ対しての易怒性が亢進し、
　孫へ物を投げつけたり、妻へ対して首を絞める等の暴力行為あり。同年10月
　下旬には夜間に興奮して易怒的、粗暴的になり警察が介入。かかりつけ医で
　あるちょうじゃの森内科クリニックへ受診し当院での専門治療を勧められて
　いた。同年10月30日早朝、高枝ばさみと木の棒を持ち出し「押し入れに泥棒
　がいる！」と話し、家族が制止したところ興奮状態が続き、長男が警察へ通報。
　認知症の可能性が高いとして同日八戸赤十字病院救急外来受診し同院精神科へ
　医療保護入院。以後、多動、不穏が著しく身体拘束開始。抗精神薬の処方調整
　が行われていた。施設入所を見据えて当院での入院治療希望あり、環境調整、
　専門治療目的で令和元年12月17日当院一回目の医療保護入院となる入院後
　症状安定したことから令和2年2月28日自宅退院し以降当院外来にてフォロー
　していた。R6年1月頃顔貌失認、易怒性の亢進あり、R6年3月22日当院2回目の
　医療保護入院となる。R6年4月12日膀胱留置カテーテル自己抜去あり八戸泌尿器
　科受診し尿道損傷の診断にて血腫除去し再度膀胱留置カテーテル留置。R6年4月
　28日8：30頃閉眼し頸部後屈、痙攣様の症状、口唇チアノーゼ有り。本人の意識
　レベル、酸素飽和度改善しない事から八戸市民病院へ救急搬送。搬送後身体加療
　目的で同日八戸市民病院へ転院となる。その後、身体加療終了したため、本日
　当院へ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報＞　
　日　　時：令和6年6月11日　　13：25
　氏　　名：櫛桁　美智子（くしげた　みちこ）様
　生年月日：昭和25年2月5日(74歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　R1年頃、夫の認知症発症、家族の死去等本人にとってショックな出来事が
　続いていた。R2年頃からはコロナウィルスの流行に伴い活動が減少し、意欲
　低下や物忘れが認められていた。徐々に症状は進行し、易怒性も出現してい
　た。R3年10月に転倒し左肘骨折のため労災病院へ入院した頃から認知機能低
　下が著しく、鑑別診断目的にて同年11月9日当院初診し軽度認知症の診断と
　なる。以降当院通院継続。R5年11月頃より徐々に認知機能の低下は進行し、
　R6年5月には服薬管理ができず怠薬状態にあり、また金銭管理もできていない
　状態がみられていた。介入拒否、易怒性等もあり自宅での生活は困難な状態。
　施設入所や家族との同居も本人拒否のためできない状態であり、家族より入
　院治療の希望あり。薬剤調整、環境調整目的に、本日東病棟Cユニット6号室へ
　入院となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
